
2023 年  （令和５年）  3 月 1 日

参加費：無料 SAT

空を見て雨対策、
雨天決行です。

 3
4

第91回八鶴湖いきもの調査毎週開催！
とうがね CLUBスマホ　

３
月
に
な
り
、
日
が
伸
び
て
春
め
い
て
く
る
と
、

八
鶴
湖
に
群
れ
て
い
た
カ
モ
達
も
数
が
減
り
始
め
る
。

鳥
が
群
れ
る
の
は
安
全
と
食
物
の
確
保
の
た
め
と
言

わ
れ
る
。
冬
、
カ
モ
の
数
が
多
い
時
期
、
何
か
の
拍

子
に
そ
の
群
れ
が
一
斉
に
飛
び
立
つ
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
様
子
は
迫
力
に
満
ち
て
、
見
て
い
て
も
飽
き
な

い
。
面
白
い
こ
と
に
、
一
斉
に
飛
び
立
つ
の
は
殆
ん

ど
が
湖
面
で
休
ん
で
い
る
カ
モ
に
見
ら
れ
る
行
動
で
、

小
さ
な
群
れ
を
作
り
、
水
面
の
餌
を
採
る
た
め
に
絶

え
ず
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
に
は
当
て
は

ま
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。食
べ
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
か
し
た
ら
、
周
囲
の

遊
歩
道
に
は
絶
え
ず
人
が
い
て
、
外
敵
が
近
づ
か
な

い
こ
と
を
彼
ら
は
知
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
人
の
す
ぐ
近
く
で
彼
ら
が
採
餌
し
て

い
る
の
も
納
得
で
き
る
。
春
に
な
り
カ
モ
達
の
北
帰

行
が
始
ま
る
。
一
斉
に
渡
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
群

れ
で
Ｖ
字
編
隊
を
組
ん
で
帰
る
。
こ
れ
が
か
な
り
省

エ
ネ
に
な
る
ら
し
い
。
こ
れ
も
群
れ
の
効
用
の
一
つ
。

細
川　

隆

《
カ
モ
の
群
れ
》

（
九
十
）

毎週約１時間半、持ち物:スマホ
参加費：500円

３月  3日㈮
３月10日㈮
３月17日㈮
３月24日㈮
３月31日㈮

10：30～
10：30～
10：30～
10：30～
10：30～

会場は
お問い合わせ
ください

明るく 楽しく 元気よく 一歩前へ

　１月21日（土）、東金の歴史を地元ガイドの案内で巡るま
ち歩きと、東金の今と昔を映す映像祭ツアーを実施しまし
た。
　当日は、市外含め14名が参加
し、八鶴館・最福寺・日吉神
社・道の駅みのりの郷東金をガ
イドの案内で見学。八鶴館では
保存ボランティアの方、最福寺

では住職、日吉神社では宮司から丁寧な説明があり、帰りには道
の駅で今が旬の「いちご狩り」を体験しました。参加者からは
「一人で観光ができる場所だけど、ツアーでなければ体験できな
いことばかり」との声があり、大変に喜んでいただけました。終
点の八鶴館では城西国際大学観光学部企画による映像祭が開催さ
れており、東金の昔の映像などを観覧。東金の歴史資源を活用
し、東金の歴史を知ってもらえるツアーとなりました。

東金市モニターツアー「まち歩きと映像祭で巡る～今昔物語～」
（観光庁「地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業」

山岡住職の熱心な説明

野老宮司から
歴史を学ぶ

「とうがねわくわく子育て応援団」

協力店を募集中！
東金市では、「とうがねわくわく子育て応援団」（東金市版「チー
パス」）を実施しており、協力店を随時募集しています。
協力店情報（店名、住所、電話番号など）は、子育てアプリや市
ホームページに掲載させていただきます。
新規顧客の獲得、お店のPRにぜひご活用ください！

子育て世帯 

子育てアプリ普及協力  

ポスター交付

子育て応援サービスのイメージ 

東金市 協力店 

子育てアプリの 
画面提示 

※市内に店舗がある会員に限ります。非会員の方は、東金市子育て支援課に申し込んでください。 
【申し込み】東金商工会議所　　　TEL 0475（52）1101 

【問い合せ】東金市子育て支援課　TEL 0475（50）1215 

子育て応援サービス
各店舗による
　　可能な範囲での
　　　　　サービス提供
例：ライス大盛無料、
　　優待券プレゼント、
　　ワンドリンクサービス
　　　　　　　　　　など

子育てアプリによる
店舗情報など
情報提供

　

令
和
５
年
度
役
員
を
承
認

　

１
月
20
日
（
金
）、
東
金
商
工
会

議
所
青
年
部
令
和
４
年
度
臨
時
総
会

を
開
催
。

　

令
和
５
年
度
体
制
に
向
け
、
小
川

次
年
度
会
長
候
補
者
か
ら
新
体
制
の

発
表
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
号
議

案
で
は
部
則
改
定
で
は
第
17
条
慶
事

規
程
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
長
ら
く

お
呼
び
で
き
な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
先
輩

方
を
お
招
き
し
、
部
員
同
士
の
親
睦

を
か
ね
た
新
年
会
を
開
催
し
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

【
５
年
度
役
員
の
紹
介
】

◆
正
副
会
長
監
事

　

会　
　

長　

小
川　

喜
晴

　

副
会
長　

伊
藤　

哲
也

　

副
会
長　

柿
沼　

浩
史

　

副
会
長　

松
倉　

道
暁

　

副
会
長　

川
島　

勝
利

　

直
前
会
長
・
監
事　

神
定　

勇
次

　

監　
　

事　

中
村　

茎
司

◆
総
務
委
員
会

　

委
員
長　

野
口　

孝
之
介

　

副
委
員
長　

鈴
木　

真
也

　

副
委
員
長　

岡　

孝
年

　

副
委
員
長　

子
安　

貴
俊

◆
対
外
交
流
委
員
会

　

委
員
長　

石
丸　

裕
子

　

副
委
員
長　

才
田　

進

　

副
委
員
長　

小
網　

武
雄

　

副
委
員
長　

伊
藤　

充
春

◆
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

委
員
長　

伊
藤　

恒
平

　

副
委
員
長　

味
村　

剛

　

副
委
員
長　

斎
藤　

諒

　

副
委
員
長　

内
山　

祐
介

文
責
：
Ｒ
４
総
務
委
員
長

岡　

孝
年

　

冬
の
お
祭
り
を
開
催

　

１
月
28
日
（
土
）、
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
て
東
金
商
工
会
議
所
青

年
部
「W

interFestival

〜
東
金
と

近
隣
の
地
域
の
特
産
市
〜
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
み
の
り
の
郷
東
金
に
て
、

東
金
商
工
会
議
所
青
年
部
名
物
の

「
輪
投
げ
大
会
」
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
を

目
指
し
た
「
東
金
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
鍋
」

を
は
じ
め
、
銚
子
、
佐
原
、
成
田
、

東
金
、
茂
原
、
山
武
、
芝
山
各
地
域

の
特
産
品
が
大
集
合
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
夜
に
雪
が
降
り
開
催
を
心

配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
快
晴
と
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
や
っ
さ
く
ん
・
か
く

ま
る
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
一
緒
に
美
味

し
い
食
べ
物
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一

日
で
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
団

体
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

東
金
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

一
緒
に
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
、

臨
時
総
会
・
冬
の
お
祭
り
を
開
催

東金ヤンニョム鍋は大盛況！

新たな役員のお披露目です

自
企
業
を
発
展
さ
せ
た
い
、
自
己
研

鑽
を
し
た
い
な
ど
熱
い
思
い
の
あ
る

方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
】

　

銚
子
商
工
会
議
所
青
年
部

　

佐
原
商
工
会
議
所
青
年
部

　

成
田
商
工
会
議
所
青
年
部

　

茂
原
商
工
会
議
所
青
年
部

　

山
武
市
商
工
会
青
年
部

　

芝
山
町
商
工
会
青
年
部

　

一
般
社
団
法
人
東
金
青
年
会
議
所

　

道
の
駅
み
の
り
の
郷
東
金

　
（
順
不
同
）

文
責
：
Ｒ
４
対
外
交
流
委
員
長　

石
丸　

裕
子

■
ふ
る
さ
とm

ini

動
画
大
賞

　

１
月
２２
日
（
日
）
八
鶴
館
さ
く

ら
ホ
ー
ル
に
て
、
ま
ち
の
駅
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
う
が
ね
主
催
に
よ
る

『
ふ
る
さ
とm

ini
動
画
大
賞
』
の

公
開
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
ふ
る
さ
とm

ini

動
画
大
賞
』

は
、
２
分
以
内
の
ミ
ニ
動
画
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
今
回
の
実
施
で
６
回

目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
日
八
鶴
館

で
は
城
西
国
際
大
学
観
光
学
部
企

画
に
よ
る
映
像
祭
が
催
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
に
合
わ
せ

る
形
で
年
末
年
始
に
か
け
て
募
集

さ
れ
ま
し
た
。
短
い
応
募
期
間
で

し
た
が
２０
点
の
作
品
が
集
ま
り
、

当
日
こ
れ
ら
を
一
挙
に
上
映
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
う
が
ね
に
加
入
し

て
い
る
駅
は
３９
駅
あ
り
ま
す
。

〇
ト
イ
レ
を
貸
せ
る　

〇
休

憩
で
き
る　

〇
道
案
内
や
地

域
の
情
報
提
供
が
で
き
る

の
条
件
が
揃
え
ば
ど
ん
な

場
所
で
も
ま
ち
の
駅
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
緒
に
明
る
く
楽
し
い

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

入
賞
者
に
は
賞
金
の
ほ
か
に
ま

ち
の
駅
各
駅
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞

品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
審
査
会

で
は
作
品
の
ほ
か
に
、
賞
品
を
協

賛
し
た
ま
ち
の
駅
の
Ｐ
Ｒ
動
画
も

上
映
さ
れ
ま
し
た
。　

〇
応
募
さ
れ
た
作
品
と
協
賛
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、

過
去
の
応
募
作
品
と
同
様
に
み
の
り
の
郷
東

金
のY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

審査会のようす。
司会進行は情報発信委員会宮原担当
副会長（商店街の駅）


